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各国の国際・国内航空貨物取扱量を図１に示す。国際取扱量はシンガポールが最も多く、タイ、マレーシアと続く一方で、低開発国であるカンボジアとミャンマーはごくわずかである。航空輸送は主に高価格な品目を輸送することから国際航空貨物取扱量は国の経済力を少なからず反映したものといえよう。 内取扱量はインドネシが最大である。島嶼国で国土が東西に広いインドネシアは、国内貨物と国際貨物の取扱量がほぼ同じという珍しい国である。同じく島嶼国であるフィリピンも量が比較的多い。国土が南北に長いベトナムがそれに続 ている。国土の地理的条件が国内航空貨物取扱量に関係していると える。
　
主要六カ国間相互の航空輸送金
額について、二〇一四年の状況を表１に示す。シンガポールは、ベトナムをのぞき、輸出・輸入共に国間に大きな差がなく ＡＳＥＡＮ域内の主要な航空貨物 送国となっている。シンガポールにとってマレーシアは国境が隣接 る唯一の国であり、陸上輸送のシェアが高いものの、両 の貿易は活発なことから航空輸送金額も大きい。ベトナム 場合 輸入 シンガポールが一番多いが、 出はマレーシアが多くなっている。ＡＳＥＡＮ域内で航空輸送されている代表的な品目は電子管・半導体・電気機器（
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 3） 国内航空貨物取扱量は同一貨物を出発と到着で 2 回カウントしている
ため、各空港の合計値を半分に割った数値を表示。
（出所）参考文献②より筆者作成。
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量および旅客数の推移を示 。世界の航空需要に大きな影響を与えた二〇〇一年 アメリカ同時多発テロ、 三年のＳＡＲＳ、二〇〇九年のリーマンショックの際、チャンギ空港でも旅客数は一時的に減少し も 、そ 後は順調に増加している。その 方で、貨物取扱量は 六 をピ クに二〇〇九年以外は大きく変動していない。旅客数と貨物量の変動






が挙げられる。ＵＬＤが使えないと破損が生じ すく、温度管理のような品質管理も難しくなるため、運べる品目 限定さ てしまうのである。　
図３で示した輸出と輸入を合わ
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とシンガポール航空グループ会社のベリースペースの運用が主たる業務である。最大で二〇〇六年の一六機、二〇〇八年途中までは一四機のフレイターを所有していたが、二〇〇八年 原油価格高騰後、所有機を減らしている。 一五 八月現在で八機のＢ７４７─４００Ｆを所有している。フレイターの運航費用に占める燃油代の割合が五〇～六〇％と非常に高いことが、所有機を減らした主たる理由である。
　
シンガポール航空カーゴは、シ






























ガポールの航空貨物取扱量および輸送金額が多い理由と 、高い経済力とそれにともなう荷主の運賃負担力がまず挙げられる。 かし、それだけでなく、拠点 港の機能や航空会社の戦略も同様に重要なことが、チャンギ空港やシンガポール航空カーゴの事例からわかる。チャンギ空港は、東南アジアを代表する貨物ハブ 港として、その戦略を明確に打ち出している。著名なグローバルロジスティクス企業、グローバル・インテグレーターが拠点としており、ＡＳＥＡＮ域内における優位性は揺るぎない。一方、シンガポール航空カー
ゴは、ＡＳＥＡＮ域外の航空会社に対する競争力強化が求められている。　
本稿では、航空貨物輸送貿易を




























シンガポール マレーシア タイ インドネシア フィリピン ベトナム
輸出国
シンガポール 1,555 1,943 1,175 944 689 
マレーシア 1,379 730 440 276 262 
タイ 1,202 586 540 229 259 
インドネシア 1,900 385 245 119 75 
フィリピン 1,330 224 197 59 25 
ベトナム 191 294 71 142 36 
（出所）図２と同じ。
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